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１．開 会 

○司会 

 開会に先立ちまして、会場の皆様にお願いを申し上げます。お持ちの携帯電話につ

きましては、電源をお切りいただくか、マナーモードにしていただくようご協力お願

いします。また、公述に入ってからのフラッシュ、照明等を使用した撮影並びに傍聴

席より前での撮影は、お控えいただくようご協力お願い申し上げます。 

 なお、事務局では関係住民の意見を聴く場の記録のために、撮影と録音等を行わせ

ていただきますことをご了承願います。議事録につきましては後日、開発局のホーム

ページで公表いたします。 

 それでは、只今からサンルダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）に関する

関係住民の意見を聴く場を開催いたします。私は本日司会進行を務めさせていただき

ます、北海道開発局河川計画課河川調整推進官をしております小林でございます。ど

うぞよろしくお願いします。本日は、公述を希望されました全員の方にお越しいただ

いております。それでは、まずはじめにお手元の資料を確認させていただきます。お

手元には「関係住民の意見を聴く場次第」と「関係住民の意見を聴く場の傍聴にあた

ってのお願い」をお配りしております。さらに公述人の方々には「公述にあたって」

と題しました公述の要領を配布させていただいております。以上となりますけれども

資料が足らない方がいらっしゃいましたら、お知らせ下さい。よろしいでしょうか。

それでは開会にあたりまして、主催者でございます北海道開発局建設部河川計画課

長、原より挨拶申し上げます。 

 

 

２．挨 拶  

○北海道開発局河川計画課長 

 北海道開発局河川計画課長の原でございます。本日はお忙しいなか、サンルダム建

設事業の検証に係る検討報告書（素案）に関する関係住民の意見を聴く場にご参加い

ただきまして、本当にありがとうございます。北海道開発局ではこれまで、サンルダ

ムの検証といたしまして、平成２２年９月の国土交通大臣からの指示に基づきまし

て、同年１２月に関係地方公共団体からなる検討の場というものを設置いたしまし

て、先月、７月までに計５回の検討の場を開催して検証を行ってまいったところでご

ざいます。具体の検証についてでございますけれども、治水・利水等について目的ご

とにダムを含む現計画と、ダム以外の対策案につきまして幅広く検討を行いまして、

概略評価による対策案の抽出、抽出した対策案の評価軸ごとの評価、総合的な評価に

ついて行ってまいったところでございます。その結果を今回、検討報告書（素案）と

してとりまとめましたので、関係する住民の皆様方からご意見をいただく場を設けさ

せていただきました。本日述べていただいたご意見につきましては、後日、検討主体

であります開発局として、考え方をお示ししたいと考えておりますし、検討報告書に

も反映させていきたいというふうに考えてございます。本日は忌憚のないご意見を頂

戴したいと考えております。どうぞよろしくお願いします。                 
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３．公述方法説明 

○司会 

 これより円滑な運営を図るため、フラッシュ、照明等を用いた撮影はここまでとさ

せていただきます。ご協力お願いします。 

 つづきまして、本日の公述の意見を聴かせていただきます北海道開発局の出席者を

紹介させていただきます。先程挨拶しました、北海道開発局河川計画課長、原です。

旭川開発建設部長、鎌田です。留萌開発建設部長、吉井です。 

 次に公述の方法についてご説明します。公述をなさる方はあらかじめ提出していた

だいている意見書の範囲内で公述していただきます。意見書の内容を追加説明するこ

とにつきましては、構いませんのでお話下さい。公述の時間は一人あたり１０分以内

とさせていただきます。進行上、公述開始後８分を経過した時点で、私から８分超過

しましたとお伝えします。残り２分のお知らせですので、公述の意見をまとめていた

だくようお願いします。さらに１０分経過した時点で、また私の方から１０分超過し

ましたとお伝えしますので、速やかにまとめて意見を述べていただくようお願いしま

す。公述につきましては応募していただいた順に、６名の方に続けてお話していただ

くこととしてございます。順番をお呼びしますので、その後に述べて下さい。公述は

立って行っても座って行ってもどちらでも構いません。また、傍聴される皆様にお願

いがございます。本日の関係住民の意見を聴く場では、傍聴される方は意見等を述べ

ることはできません。発言等は控させていただくようご協力お願いします。 

 

 

４．意見の公述 

○司会 

それでは公述を開始させていただきます。公述人１番の方、よろしくお願いします。 

 

 

○（公述人１）： 

 それではサンルダムの着工を願う者の一人としてお話させていただきます。昭和６

３年４月のサンルダム建設の実施計画調査着手から、早２４年あまりの歳月が経過い

たしました。その間には平成７年８月に「サンルダムの建設に関する基本計画」の策

定、平成１１年８月に付替道路、道道下川雄武線の工事着工、平成１５年５月に天塩

川水系河川整備計画（原案）に対して学識経験者等からなる天塩川流域委員会を２０

回開催、その後、関係住民からの意見及び地方公共団体の長の意見を経て、平成１９

年１０月に「天塩川水系河川整備計画」が策定されました。その後、変遷を経て、平

成２２年１２月に関係地方公共団体からなる検討の場を１１市町村長が構成員とな

り、平成２４年７月までに５回開催されました。そして第５回において、サンルダム

建設事業の検証に係る検討報告書（素案）が示されました。その内容は治水対策案の

方策として、２６の方策が示され、それぞれの目的別に内容が検討され、最終的にそ

れぞれの案が抽出されました。洪水調節では現計画案、サンルダムを含め５案が対象、

新規利水では現計画案を含め５案が対象、流水の正常な機能の維持では、現計画案を

含め４案が対象となり、目標、コスト、実現性、持続性、地域社会への影響、環境へ

の影響の項目について評価をしたところ、目的別の総合評価において洪水調節、新規
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利水、流水の正常な機能の維持の全てにおいて最も有利な案は、「現計画案」である

とし、総合的な評価においても最も有利な案は、「現計画案」と結論づけたことは流

域住民にとり、安全、安定、安心を確保するものであります。このことは過去に天塩

川流域では、幾度となく洪水による氾濫で甚大な被害をもたらしましたが、災害の予

防が可能になります。また渇水期における農業用水の安定供給や、下川町と名寄市の

水道用水としての利用が十分可能になります。そして流水の正常な機能の中に、温暖

化の原因とされる二酸化炭素を抑制し、安定した電力を供給するクリーンエネルギー

として、貯水池を利用した水力発電を取り入れていければ、有利な手段になります。

治水は安心、利水は安定、発電は安全が、地域に住む人々に快適な生活を営むうえで

必要であります。自然は時として爽やかなそよ風であったり、きらめくダイアモンド

ダストであったりするが、雨が降り風が強くなると暴風雨になり、雪が降り風が強く

なると猛吹雪になる。時に優しく時に厳しく変貌します。さらに近年、テレビ、新聞

等での報道で地球温暖化による暖冬や猛暑、局地的な雷雨や突風、強い台風等により

日本や世界のあちこちに大きな被害をもたらしていることは、異常気象の驚異を感じ

るところであります。これらのことから人命を守るには、安心、安定、安全を確保す

ることが最大の要素であります。今まで述べてきたことを想定するならば、「備えあ

れば憂いなし」ということで、サンルダム建設の早期本体着工に期待するとともに、

切に実現することを強く要望いたします。 

 
 
○司会 

 ありがとうございました。つづきまして、公述人２番の方よろしくお願いします。 

 

 

○（公述人２）： 

 おばんでございます。公述人の１番の方が沢山述べられましたので、私はそんなに

沢山述べることは控えさせていただきますが、一応述べさせていただきたいと思いま

す。８月１０日にも、サンルダムの建設事業の検証に係る検討報告ということで、説

明会にも私も出席させていただきました。こういう会議に色々出席しておりますが、

私なりにしみじみ思うことは、もうこういう形のものは何年もかけて検討、論議をさ

れてきたということに思っておるとこでございます。我々のダムに関する熱い熱望を

私なりの気持ちで述べたいと思いますが、ダムの重要性に対しても、それからクリー

ンエネルギーの重要性、それから農業政策に対しての水だめとしてのダムの重要性、

こういった問題が十分に議論をされ、検討し、結論は出ていると、そのように思って

いるところでこざいます。今日も朝ニュースに載っておったんですが、北電の夏の節

電の分は、実行されてない状況の中で今推移されているということでございますが、

冬の節電をやると、そういう計画があるということで言っておりました。それも２４

時間体制の時間帯を決めながら、１１月から３月まで行うという計画を言っておりま

した。これはエネルギーに対して大変なことになってるのかなと思っている次第でご

ざいます。そういったことのないような形が１番いいわけですが、私達もやはりサン

ルダムに対して、そういった重要な形の分を補うためにも必要性があるんでないかな

と思ってるとこでございます。いずれにいたしましても、電力の供給は、非常に大事
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なことでもあり、これからのクリーンエネルギーの部分に際しては、やっぱりあのサ

ンルダムは、多目的な状況の中で、やはり一日も早く着工を願いたいなと思っている

とこでございます。やはりあのエネルギーに対しては、安心安全なものということに

なったときにはですね、やっぱり水力のそういったものが１番私達の身近な安心安全

なクリーンなエネルギーとして使いたいもんだと思っておりますので、そういった私

の気持ちも込めながら、一つ早期着工お願いしたい者として、ご意見として述べさせ

ていただきます。以上です。 

 

 

○司会 

 ありがとうございました。つづきまして、公述人３番の方よろしくお願いします。 

 

 

○（公述人３）： 

 サンルダム建設事業を望む者として、意見を述べさせていただきたいと思います。

近年の西日本を襲う異常気象による洪水の多発で、地域の住民生活や、生産基盤であ

る土地等は、水害により破壊されております。過去にも天塩川では発達した低気圧に

より、山沿いの多いところでは総雨量２００ミリを超える雨が降り、河川の水位が上

昇し、天塩川水系、名寄川流域で川が溢れ、出水することや、逆に小雨量により渇水

を繰り返してまいりました。また、東日本大震災により原子力発電は停止し、電力不

足という形で国民の生活や生産活動に多大な影響を与えております。「想定外」、「近

年にない」等の言葉だけで、何ら効果的な対策がなされてなく、いつ何時想定外の事

態が起こるかもしれません。このような状況下で、サンルダムは洪水調整、流水の正

常な機能の維持、水道水の確保、発電を行う多目的ダムとして建設することで、この

ような事態が防げ、効果的対策がとられることから、その役割の重要性を改めて認識

されようとしています。すでにサンルダム建設に係る必要な民地の取得、及び家屋の

移転については完了しており、住民も理解してるのと、サンルダム建設総事業費は５

２８億円で、残事業費は２２５億円と、すでに半分以上の事業費が投資されているこ

とから、このままでは今までかけた事業費が無駄になると思います。サンルダムは、

建設凍結解除を待つだけの状況であり、費用対効果を考慮すれば、早期建設着工こそ

が無駄の排除ではないでしょうか。私達、流域住民の安全で安心な暮らしを創造する

ためにも、一刻も早いサンルダム建設を望む者として、私の意見といたします。以上

です。 

 

 

○司会 

 ありがとうございました。つづきまして、公述人４番の方、お願いします。 

 

 

○（公述人４）： 

 サンルダム建設事業の検証に係る検討報告書についての意見を述べさせていただ

きます。去る５月１０日、サンルダム本体工事凍結解除及び早期完成を求める町民集
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会が下川で開催されました。人口３，６００名の町で、出席者数が５２１名、人口割

合で１４．５％の大集会となりました。この地域住民の思いを真摯に受け取っていた

だきたいと思っております。公共投資が無駄だという単純な発想と同じく、ダムがあ

たかも環境を破壊するがごとく言われてきました。しかしながら現実にはどうでしょ

うか。色々なダムが、下流の河川の崩壊を防ぎ、農作地の浸水を防ぎ、多くの人命を

守ってきたことは事実です。また、ほとんどのダムが水資源を有効活用して、地域の

水道水、農業用水を潤沢に供給して、地域の生活と経済に貢献していることもご存じ

のとおりです。環境破壊といわれるダムですが、朱鞠内ダムでは漁業資源を守りなが

ら、一方では鳥類等にとっても貴重な生息場所になっております。北海道の中でも、

どんどん生息地が少なくなっているイトウも、朱鞠内ではしっかり生息し、釣りの観

光資源として大きな存在となっております。この下川でも今年は、１時間あたり１０

０ミリという経験のない雨量を計測しました。「過去に経験のない大雨」という表現

が、今年の気象予報から使われるようになりました。大雨も干ばつも予測できない時

期、予測できない地域で起こる可能性があるのが今の気候です。それを想定外という

言葉で終わらせていい時代ではなくなりました。名寄川の春の増水は、息を呑むほど

の不安を覚えさせますし、春から夏にかけての渇水は、私が小学校の時に毎日のよう

に遊んだ川と同じ川とは思えないほど水量がありません。ダムは大雨とか干ばつの時

の水量調節が大きな役割です。それは時間をずらすことであり、言い換えれば時間を

つくることになります。ダムは環境を守っているといっても過言ではない時代になり

ました。農業においても、欲しいときに水があり、大雨でも浸水の恐れのない農地は、

大きな価値があります。自然と人間の生活の融和こそがダムの神髄であり、自然だけ

を強調せず、また、人間だけを強調せず、ダムが活用されてこそ、素晴らしい北海道

の大地が活かされると確信しております。サンルダムは、この流域に安心できる環境

と新しい観光資源、人と自然が触れ合える優しい文化をつくる大きなエネルギーにな

ると信じております。この流域に新しい可能性を生み出すサンルダムの早期着工、完

成を心より願っております。以上でございます。 

 

 

○司会 

 ありがとうございました。つづきまして、公述人５番の方、お願いします。 

 

 

○（公述人５）： 

 それでは私はサンルダムの可能性について大きな期待をしている者の一人として、

意見を表明させていただきます。まず、私は地域振興に携わる人間の立場としまして、

サンルダム建設が町の活性化及び観光振興に繋がるものと非常に確信しております。

現在でも植樹会や建設見学会等のイベントを通しまして、ダムを目的とした町内外か

ら大勢の来客者、来町者を迎えております。また町内のイベント開催におきましては、

サンルダム建設に係わる関係者の皆様の多大なるご協力をいただきながら、大いにイ

ベントの方を盛り上げていただいております。本体工事の段階としても、このような

成果が盛り上がっており、これから本体工事が着工となり、ダム湖が完成となれば、

町の中心地から、市街地から至近距離であるという他のダム湖にはない優位性を持つ
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サンルダムに非常に大きな可能性を見いだすものと考えます。また天塩川水系の市町

村から構成されます道北観光連盟の一員として、観光客の皆様が安心して天塩川、そ

して名寄川に親しんでもらえるという面でもダムの治水効果については言うまでも

ありません。またそれに関しましては地元の農産物に対してもダムの利水効果で安定

生産に繋がっていくということも十分考えられます。こちらにつきましても観光分野

については大きく寄与するものと考えております。年間通じまして天塩川水系の各地

域におかれましては様々な行事、イベントが開催されております。また、観光資源を

活用した取り組みも非常に盛んに行われております。そこでサンルダムが完成したあ

かつきには、観光客がダムの周辺を観光資源に立ち寄り、綺麗な水、空気、そして環

境を楽しんでいただくことが期待されます。また各地で開催されているイベントをダ

ム湖周辺のエリアに集中することによって集客効果を高め、イベントの内容もよりよ

いものに充実させていくことが可能になります。また滞在型観光の拠点としても非常

に大きな魅力があるダム湖エリアになるんじゃないかと思っております。それにつき

ましては地域住民長年の悲願でありますサンルダム建設につきまして、一日も早い着

工を強く強く望ましていただきます。これにおきまして私の意見表明とさせていただ

きます。ありがとうございます。 

 

 

○司会 

 ありがとうございました。つづきまして、公述人６番の方よろしくお願いします。 

 

 

○（公述人６）： 

 サンルダム建設に賛同する者の一人として、意見を述べさせていただきます。私は

下川町で矢文湖というところの水を利用しながら水田、ハウス経営等をしておりま

す。そして人間が生きていく上で、また農産物を生産していく上で、水は絶対欠かす

ことができないものだと認識をしております。その点からみてもダムは、近年の状況

を見ましても、ダムを建設することは避けて通ることのできないものだと認識してお

ります。国土の７０％が山岳地帯の日本、それを利用して水力エネルギー資源は全発

電量の５０％くらいは水力でカバーできるといわれております。また日本の降水量、

雨はですね、降ってから２、３日で海へ出ていってしまいます。そのようなことから

クリーンエネルギーによる水力発電、これは天からの贈り物ではないでしょうか。地

球環境との側面からも、ダムはもっと積極的に評価すべきであると思っております。

近年の地球温暖化、集中豪雨による被害、それとまた早い雪解けによる渇水を招く等、

環境破壊による影響を受けてきております。２１世紀は穀物の時代と言われて久しい

わけでございますけれども、そのような中、世界の水不足は皆さんご承知のとおりと

思います。近い将来、農業がメジャー産業になるんではないかと、私はこのように思

っております。そして流水量の安定の確保は絶対避けて通ることはできないと思いま

す。言いたいことはまだまだありますけれども、地域住民の一人として、一日も早い

ダムの本体着工と完成を願ってやまないものであります。以上です。 
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○司会 

 どうもありがとうございました。以上、６名の方の公述が終了いたしました。公述

をいただきました皆様につきましては、お忙しい中、公述に来ていただきまして、大

変ありがとうございました。本日、公述していただいた内容につきましてはこの後、

個人情報等を配慮したうえで、取りまとめさせていただき、北海道開発局のホームペ

ージ等で公表させていただきます。その際、正確を期すため改めてご確認をお願いす

る場合をございますのでご協力お願いします。 

 

 

５．閉 会 

○司会 

 それでは閉会にあたりまして、旭川開発建設部長、鎌田より挨拶申し上げます。 

 

 

○旭川開発建設部長 

 まず本日公述をいただきました６人の皆様に大変お忙しいなか、説明会にもご出席

いただき、あるいはあの厚い報告書にも目を通していただきまして、皆さん方お一人

お一人、ご意見をまとめていただいて公述いただいたことに感謝を申し上げます。今

ほど司会から、話をいたしましたとおり、この素案につきましては、関係住民の皆さ

んからご意見をいただく場ということで開催をいたしましたけれども、今日の昼には

学識経験を有する皆さんからもご意見をいただきました。また今後は手続きに従いま

して、関係地方公共団体、あるいは関係利水者、そういった方々にも意見をいただき

ながら皆さん方のご意見もあわせて取りまとめるとともに、今後の検証の作業に参考

にさせていただくつもりでございます。終わりになりますけれども、お忙しいなか、

お時間をつくっていただきまして、今日ご意見をいただいたことに感謝を申し上げま

して、簡単ではございますけれども、お礼の言葉とさせていただきます。本日はどう

もありがとうございました。 

 

 

○司会 

 以上をもちまして、サンルダム建設事業の検証に係る報告書に関する関係住民の意

見を聴く場を終了させていただきます。本日はどうもありがとうございました。 
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